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今年度の卒業式が３月２日午前９時から、
体育館で行われました。当初は１日実施の予
定でしたが、当日朝発令された警報のため、
急遽翌日実施となりました。翌日は天候も回
復して滞りなく挙行でき、男子１３名、女子
２７名の計４０名が卒業しました。
学校長は式辞で、「時代の変化に対応でき

る人であれ」とし、「今はグローバル化の時
代だが、ある意味ローカルに焦点が当たるチ
ャンスでもある。グローバルなものの見方を
加えながら、郷土の発展に貢献できるグロー
カルな人材に成長してほしい。」と述べられ
ました。他にも下町ロケットのエピソードを
紹介し、「何事にも自分の思いを大切にしよ
う」、「人との出会いに感謝しよう」などと
話され、謙虚な気持ちと思いやりを持って行
動できる人になってほしいと結ばれました。
答辞では卒業生の明利さんが、学校行事な

ど、多くの学校生活の思い出を述べた後、自
分を成長させてくれたのは周囲の友人や教員
であるとし、感謝の言葉を述べました。そし
て、「入学当初はこの少ない⼈数でやってい
けるのかと何かと不安に思った日もあります
が、この古座校舎だからこそ体験できたこと
がありました。出会えた人がいました。たく
さんの支えと思い出をもらいました。」とも
述べ、最後に、「この高校生活を糧に色々な
ことに挑戦し、支えてくれた人に恥じないよ
うな日々を送りたい。」と決意を語ってくれ
ました。
式後は最後のＨＲが行われ、担任からの最

後の話がありました。
卒業した皆さんの今後の活躍を期待してい

ます。

２年生の希望者を対象に、１９日 (月 )と

２０日（火）に行いました。

この取組は、生徒たちが事前、事後の学習を含め

た一連の活動を通じて、 働 く こ と の 意 義 や 目 的

な ど に つ い て 理 解 を 深 め る と と も に 、社会人

としてのマナーやコミュニケーションの方法等を身

につけることが目的です。
４月以降は進路に向けての取組も本格化し

ていきます。しっかりとした考えをもち、そ
れぞれの進路実現に向けてがんばってくだ
さい。

協力頂いた事業所の皆様ありがとうございました。

４月 ４日（水） 離任式
（８：３０体育館集合）

９日（月） 始業式
（８：３０旧ＨＲ集合）

１０日（火） 特別時間割で授業開始
スタディサポート

１１日（水） 身体測定（５・６限）
２４日（火） 内科検診
25日（水） 26 日（木） 一次検尿
２７日（金） ＥＳＤ体験学習
２９日（日） 昭和の日
３０日（月） 振替休日

マンスリータイムスを毎月発行してきまし
たが、今年度分はこれが最後となります。
１年間、ありがとうございました。

１５日（木）に古座消防署の方を講師とし
て、救急救命講習会を行いました。心臓マッ
サージや人工呼吸の方法、自動体外式除細動
器（ＡＥＤ）の使い方を学びました。生徒の
皆さんは昨年度もこの時期に同内容の講習を
受けましたが、一年経ってうまくできました
か。
中には小・中から連続して経験している生

徒もおり、頼もしい限りでした。
【生徒の感想】
●訓練だからうまくできたが、実際の場面な
らそうはいかないだろうと思った。練習して
おくことによって AED も使えると思う。
●５センチ押すという心臓マッサージがけっ
こう大変で、かなり力が必要だった。


